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灰塚ダム知和ウェットランドの鳥類相
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Avifauna at the Haizuka Wetland, Hiroshima Prefecture

*Yoshio Ueno, Shigeru Kozono, Hisashi naKayama, Masashi IwamIzU, Ken-ichi Hamada

Abstract：The avifauna was surveyed from 2007 to 2010 at the Haizuka Wetland, Hiroshima Prefecture. 118 

species were recorded, including 18 RDB species. It is concluded that the Chiwa Wetland functions as bird habitat, 

because of the number of ave species keep increasing for 4 years in all the 4 area, namely Chiwa marsh, Yato, the 

Coast and Yada marsh. 

はじめに

灰塚ダムは，江の川の洪水調節，既得取水の安定化，河川環境の保全，水道用水の供給等を目的として，国土交

通省により建設された多目的ダムであり，2007 年 3 月に完成し，2007 年 4 月から管理が開始された．

知和ウェットランドは，灰塚ダム貯水池に流入する上下川の上流端に位置する．この一帯は，かつて良質な水田

を有する里山環境であったが，ダム建設により，大きな洪水時を除きほとんど水に浸かることのない 70ha におよ

ぶ広大な洪水調節区域となる．冠水頻度は，やや低いところで 5 年に 1 回程度，地盤が高い上流側では 20 年に 1

回程度となるため，そのまま放置すると荒廃した乾燥地となることが懸念された．また，上下川の水質は栄養塩類，

特にリンの濃度が高く，ダム貯水池の富栄養化が懸念された．

そこで，灰塚ダムでは，世界的にも要請の高いウェットランドを整備し，洪水調節区域の荒廃防止や水生植物・

湿生植物を活用したダム湖流入水の水質浄化を行うこととした．開水面，湿地，沿岸帯，植樹広場，谷戸など多彩

な環境で構成される知和ウェットランドは，野鳥をはじめ多様な生物が生息する新たな水辺生態系が形成されつつ

あり，地域の小中学生や一般市民の環境学習，生物観察，自然体験活動などの場としての活用が進められている．

知和ウェットランドが整備され，4 年が経過したが，その間のウェットランドの鳥類相について調査したので，

その結果について報告する．

調査地

知和ウェットランドは三次市吉舎町の知和地区（34°45′N，133°1′E，260m）は広島県北東部に位置し（図 1），

知和沼沢地は沈水・浮遊植物としてクロモ Hydrilla verticillate 群落，ヒシ Trapa japonica 群落，抽水植物としてガ

マ Typha latifolia 群落，マコモ Zizania latifolia 群落，陸域はオギ Miscanthus sacchariflorus 群落，セイタカアワダ

チソウ Solidago altissima 群落が見られる．谷戸は沈水・浮遊植物としてサンショウモ Saluinia natans 群落，サガ

ミトリゲモ Najas indica 群落，抽水植物としてガマ群落，ウキヤガラ Scirpus yagara 群落，陸域はセイタカアワダ

チソウ群落が見られる．沿岸帯は沈水・浮遊植物としてクロモ群落，抽水植物としてガマ群落，マコモ群落，陸域

はオギ群落，セイタカアワダチソウ群落が見られる．矢田沼沢地は沈水・浮遊植物としてオオクサキビ Panicum 
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dichotomiflorum，抽水植物としてヤナギタデ Persicaria hydropiper 群落，オオイヌタデ P. lapathifolia 群落が見ら

れる．

哺乳類はカヤネズミ Mycromys minutus，ヌートリア Myocastor coypus，タヌキ Nyctereutes procyonoides，キ

ツネ Vulpes vulpes，イノシシ Sus scrofa などが，爬虫類はクサガメ Chinemys reevesii，カナヘビ Takydromus 

tachydromoides，シマヘビ Elaphe quadrivirgata，ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus などが，両生類はイモリ Cynops 

pyrrhogaster，ニホンアカガエル Rana japonica，トノサマガエル R. nigromaculata，ウシガエル R. catesbeiana，シュ

レーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii，魚類はコイ Cyprinus carpo，ギンブナ Carassius auratus langsdorfii，

オイカワ Zacco platypus，タモロコ Gnathopogon elongatus，ブルーギル Lepomis macrochirus，オオクチバス

Micropterus salmoides などが生息している．

方法

鳥類相調査は 2007 年は 6 月 12，13，14 日，11 月 13，15,16 日，2008 年は 1 月 15，17 日，5 月 26，27，28 日，

6 月 7，8，9 日，10 月 10，11，12 日，11 月 9，10，11 日，2009 年は 1 月 24，25 日，5 月 22，23，24 日，

6 月 10，11，12 日，10 月 3，4，5 日，10 月 24，25，26 日，2010 年は 1 月 8，9，10 日，5 月 29，30，31 日，

6 月 21，22，23 日，9 月 26，27，28 日，11 月 25，26，27 日の 49 日間行った．

鳥類の観察は双眼鏡（8 倍）および望遠鏡（20 倍）によって行い，可能な限り写真撮影をした．また，春と秋

の渡りの時期には鳥類標識調査を行った．環境大臣の許可を得て，かすみ網（36 メシュ，長さ 12m，高さ 2.6m）

をオギ群落内に 8 〜 10 枚張った．捕獲した個体については種，性，年齢，体サイズ等を記録するとともに写真を

撮影し，環境省の鳥類標識用の足環を装着して放鳥した．

図 1　調査地



59

結果

2007 年から 2010 年における知和沼沢地，谷戸，沿岸帯，開放水面，矢田沼沢地で確認された鳥類の種数を図 2 に，

個体数を表 1 に示す．知和沼沢では，2007 年は 38 種，2008 年は 62 種，2009 年は 64 種，2010 年は 72 種と

種数が増加した．谷戸では，2007 年は 39 種，2008 年は 39 種，2009 年は 45 種，2010 年は 49 種と種数が増

加した．沿岸帯では，2007 年は 39 種，2008 年は 41 種，2009 年は 44 種，2010 年は 48 種と種数が増加した．

開放水面では，2007 年は 31 種，2008 年は 55 種，2009 年は 34 種，2010 年は 39 種と種数が増加した．矢田

沼沢では，2007 年は 40 種，2008 年は 52 種，2009 年は 44 種，2010 年は 48 種と種数が増加した．

2007 年から 2010 年における知和沼沢地，谷戸，沿岸帯，開放水面，矢田沼沢地における確認種を表 2 に示す．

4 年間で 14 目 35 科 118 種の鳥類が確認された．うち，環境省のレッドリストに掲載されているものが 14 種，

広島県のレッドデータブックに掲載されているものが 18 種含まれている（環境省 2002，広島県 2004）．

図 2　種数の経年変化

表 1　確認個体数
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表 2　鳥類の確認種一覧
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表 2　鳥類の確認種一覧（続き）
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考察

2007 年から 2010 年における知和沼沢地，谷戸，沿岸帯，開放水面，矢田沼沢地の調査において，4 年間で 14

目 35 科 118 種の鳥類が確認され，ヒクイナ Porzana fusca などの環境省のレッドリストに掲載されているものが

14 種，クイナ Rallus aquaticus などの広島県のレッドデータブックに掲載されているものが 18 種記録され，知和

ウェットランドが希少な水辺性鳥類の生息地となっていることが明らかになった．

とりわけ，環境省により絶滅危惧 IB 類に選定されているブッポウソウ Eurystomus orientalis がウェットランド

内で繁殖するようになった．

広島県内にはまとまったヨシ原が見られないので，ヨシ原などを生息地とするオオヨシキリ Acrocephalus 

arundinaceus やハイイロチュウヒ Circus cyaneus などの鳥類にとって重要な生息地となっている．さらに，県

内では比較的希なヨシガモ Anas falcata やオカヨシガモ A. strepera を始めとするカモ類にとって重要な越冬地と

なっている．また，知和ウェットランドがノゴマ Luscinia calliope，ノビタキ Saxicola torquata，シマセンニュウ

Locustella ochotensis，コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps，などの草原性鳥類の渡りの中継地として機能してい

ることが明らかになった．

知和沼沢地，谷戸，沿岸帯，開放水面，矢田沼沢地のいずれの地域でも鳥類の種数が 4 年間で増加しているこ

とから，知和ウェットランドが安定的に機能していることが明らかになった．さらに，知和ウェットランドが整備

される以前の 2005 年 5 月 12 日から 7 月 4 日にかけての 54 日間，コウノトリ Ciconia boyciana がウェットラン

ド予定地に滞在した（上野・岩水 2007）．その後，コウノトリは知和ウェットランドに飛来していない．兵庫県

豊岡市で放鳥されたコウノトリが 2010 年 10 月現在，野生下に 22 羽が生息しており，そのうち野外で巣立った

幼鳥が長崎県，広島県，島根県，鹿児島県，岩手県などに移動したことが確認されている（大迫 2011）．これら

の巣立ち幼鳥が知和ウェットランドに移入してくる可能性がある．

今回の調査で，知和ウェットランドが国内で最大規模のビオトープとして，多くの水辺性鳥類の生息地として機

能しつつあることが明らかになった．今後も，引き続き鳥類相の推移を見守り，必要に応じて順応的な管理をする

必要がある．
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摘要

1．知和ウェットランドにおいて，2007 年から 2010 年にかけての 4 年間，鳥類相を調査した結果，14 目 35 科

118 種の鳥類が確認された．

2．環境省のレッドリストに掲載されているものが 14 種，広島県のレッドデータブックに掲載されているものが

18 種確認された．

3．知和沼沢地，谷戸，沿岸帯，開放水面，矢田沼沢地のいずれの地域でも鳥類の種数が 4 年間で増加しているこ

とから，知和ウェットランドが安定的に機能していることが明らかになった．
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図版 1

A：知和沼沢地 2010 年 5 月 29 日
B：谷戸 2010 年 5 月 29 日
C：沿岸帯 2010 年 5 月 29 日
D：開放水面 2010 年 10 月 16 日
E：矢田沼沢地 2010 年 8 月 20 日
F：チュウサギ（環境省・準絶滅危惧） 2008 年 6 月 26 日
G：オシドリ（環境省・情報不足） 2009 年 10 月 25 日
H：トモエガモ（環境省・絶滅危惧 II 類） 2009 年 1 月 24 日
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図版 2

A：ブッポウソウ（環境省・絶滅危惧 IB 類） 2009 年 6 月 12 日
B：ノジコ（環境省・準絶滅危惧） 2009 年 10 月 25 日
C：オオタカ（環境省・準絶滅危惧） 2009 年 10 月 26 日
D：ヒクイナ（環境省・絶滅危惧 II 類） 2009 年 5 月 23 日
E：サシバ（環境省・絶滅危惧 II 類） 2009 年 6 月 12 日
F：ミサゴ（環境省・準絶滅危惧） 2009 年 1 月 24 日
G：クマタカ（環境省・絶滅危惧 IB 類） 2009 年 10 月 4 日
H：ハチクマ（環境省・絶滅危惧 II 類） 2008 年 6 月 4 日




